	スタッフに起こり得る事故――――――――――――――――――――――
1．交通事故による怪我など

2．ケア中の事故（激痛を伴う転倒・腰痛など）

3．針刺し【本書154～161ページ参照】
4．結核感染【本書162ページ参照】
5．疥癬感染【本書164ページ参照】
6．その他（ストーカー被害）
　

それぞれの対応ポイント――――――――――――――――――――――――――――
　　1.2．交通事故・ケア中の事故　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　①受診してきちんと検査を受け、必要な治療を受ける

　　②病気休暇や軽減勤務が必要な場合は、主治医より診断書をもらう

　　　　・診断書に基づいて勤務の配慮をする

　　③治療費や休暇中の経済的保障の対応を相談する

　　　　・労災対象かどうかを検討する

　　　　※基本的には、勤務中・通勤途中の事故は労災対象の可能性あり

　　3．針刺し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　注射・点滴後の針を誤って自分の皮膚に刺してしまった場合は

本書154～161ページ参照
　　　　

　　4．結核感染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　①職場の健康管理と定期健診の実施

　　　　②異変に気がついたら、本書162ページ参照
　　　　

　　5．疥癬感染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　利用者に疥癬という診断がついた場合は、本書164ページ参照
　　　　

　　6．その他（ストーカー被害など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　●ストーカー被害

　　　　①夜間、定期的に巡回訪問する場合は、ヘルパーと看護師の

2人で訪問する

　　　　②防犯ブザーを持ち歩き、周囲に配慮して行動する

　　　　


